
『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
副
詞
「
イ
マ
ダ
」
の
性
格
に
つ
い
て

青

　

木

一

は

じ

め

に

ー

問

題

の

所

在

－

r
今
昔
物
語
集
」
は
、
い
わ
ゆ
る
〝
和
漢
混
清
文
″
の
先
駆
け
と
称
さ
れ
る
通

り
、
和
文
脈
と
漠
文
脈
と
が
混
在
し
た
文
体
を
形
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

巻
第
二
十
以
前
は
漢
文
訓
読
調
が
強
く
、
巻
第
二
十
二
以
後
は
和
文
調
が
強
い

文
体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
天
竺
・
震
旦
部
（
巻

第
一
～
十
）
と
本
朝
仏
法
部
（
巻
第
十
一
～
二
十
）
に
は
漢
文
や
日
本
漢
文
の

出
典
文
献
が
多
く
、
本
朝
世
俗
部
（
巻
第
二
十
二
～
三
十
二
に
は
仮
名
（
交

じ
り
）
文
の
出
典
文
献
が
多
い
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果

と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
は
巻
第
二
十
以
前
に
多
く
分
布
し
、
い
わ
ゆ

（1）

る
和
文
語
は
巻
第
二
十
二
以
後
に
多
く
分
布
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

副
詞
「
イ
マ
ダ
」
は
漢
文
訓
読
語
に
類
別
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

対
立
す
る
和
文
語
は
「
マ
ダ
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
お

い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
「
イ
マ
ダ
」
の
み
で
、
「
マ
ダ
」
は
一
例
も
用
い

ら
れ
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
　
（
後
述
）
。
ま
た
、
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て

「
末
」
字
を
「
イ
マ
ダ
」
と
訓
じ
る
場
合
、
「
未
ダ
然
ラ
ズ
」
の
よ
う
に
（
否
定

（4）

表
現
〉
で
応
じ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
「
今
昔
物
語
集
－
に
お
い
て
は
、
「
未
」
一

字
を
「
イ
マ
ダ
」
と
訓
じ
て
い
る
も
の
の
、
（
肯
定
表
現
）
で
応
じ
て
い
る
例
　
1
1

も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
（
後
述
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

こ
の
よ
う
に
、
r
今
昔
物
語
集
j
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
に
は
純
然
た
る
漢

文
訓
読
語
と
は
言
い
が
た
い
点
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
こ
の
語

（5）

を
取
り
上
げ
、
そ
の
性
格
を
検
討
す
る
。

二
　
「
未
（
ダ
）
」
の
読
み

F
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
副
詞
「
イ
マ
ダ
」
を
表
記
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
漢
字
は
「
未
」
字
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
例
が
「
未
ダ
」
と
表
記
さ
れ
て

い
る
が
、
捨
て
仮
名
を
送
ら
な
い
「
末
」
字
の
み
の
例
も
存
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
「
未
（
ダ
）
」
が
す
べ
て
「
イ
マ
ダ
」
と
読
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
「
マ
ダ
」
は



l
例
も
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
「
マ
ダ
」
と
読
ま
れ
た
可
能
性

が
な
い
の
か
ど
う
か
検
討
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
可
能
性
を
伺
わ
せ
る
事
例
と

（6）

し
て
は
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
未
ダ
」
と
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
お

け
る
「
ま
だ
」
と
が
同
文
的
同
話
の
同
一
箇
所
に
お
い
て
対
応
し
て
い
る
例
を

指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
番
モ
守
殿
ダ
ニ
剰
列
車
来
名
不
召
。

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
四
・
第
五
十
六
）

・
か
け
ま
く
も
か
し
こ
き
守
殿
だ
に
も
、
封
こ
そ
、
こ
、
ら
の
年
月
比
、

ま
だ
、
し
か
か
さ
ね
。
　
　
　
　
　
（
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
九
三
）

○
鯉
ハ
タ
ラ
剰
列
不
出
来
ズ
。
（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
八
・
第
三
十
）

・
鯉
は
劃
い
で
こ
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
（
「
宇
治
拾
遺
物
語
j
二
三
）

（
他
に
、
「
ま
た
」
と
対
応
し
て
い
る
か
と
も
考
え
得
る
存
疑
例
が
、
「
宇
治
拾

遺
物
語
j
に
一
例
存
し
て
い
る
。
後
述
）

た
だ
し
、
r
今
昔
物
語
集
」
で
漢
文
訓
読
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
お

い
て
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
で
和
文
語
が
対
応
し
て
い
る
と
い
う
事
例
は
、
少
な

（7）

か
ら
ず
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
r
今
昔
物
語
集
j
に
お
け
る

漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」
と
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
に
お
け
る
和
文
語
の
「
マ

ダ
」
と
が
対
応
し
て
い
る
例
が
存
し
て
い
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
不
思
議
で

は
な
い
。
平
安
時
代
の
古
辞
書
に
よ
れ
ば
、
「
未
」
字
に
「
イ
マ
ダ
」
訓
は
存
し
て
い

る
が
、
「
マ
ダ
」
訓
は
認
め
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
三
巻
本
（
前
田
本
）
r
色
葉

字
類
抄
」
に
は
、
「
イ
マ
ダ
」
を
表
記
す
る
漢
字
と
し
て
「
未
」
字
の
み
が
掲

出
さ
れ
て
お
り
、
「
末
」
字
と
「
イ
マ
ダ
」
訓
と
が
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た

こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
「
マ
ダ
」
は
項
目
（
見
出
し
）
自
体
が
見
出
だ
さ
れ
な
い
。

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
」
に
は
、
「
未
」
字
に
「
イ
マ
ダ
」
訓
は
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
「
マ
ダ
」
訓
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
正
宗
敦
夫
福
の
仮
名

索
引
（
「
類
架
名
義
抄
第
二
巻
」
風
間
聖
房
）
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ダ
」
訓
を
有
す

る
漢
字
自
体
が
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。

訓
点
資
料
に
お
い
て
「
未
」
字
に
「
マ
ダ
」
訓
が
付
さ
れ
た
確
実
な
例
は
未

（8）

見
で
あ
る
が
、
存
疑
例
と
し
て
は
、
高
野
山
西
南
院
蔵
r
和
泉
往
来
」
に
次
の

よ
う
な
例
が
存
す
る
。

・
牽
畢
掛
掛
即
土
之
聖
（
嬰

r
和
泉
往
来
」
の
訓
点
は
、
F
高
山
寺
本
古
往
来
」
に
く
ら
べ
て
口
頭
語
的
性
格
が

（9）

強
い
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
和
文
語
の
「
マ
ダ
」
が
訓
点
に
用
い
ら
れ

た
可
能
性
も
皆
無
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
r
和
泉
往

シ
7
ノ
ー
ウ
ノ
つ
マ
r
カ
ハ
カ
サ
h
二

来
」
に
お
け
る
他
の
副
詞
用
法
の
「
未
」
字
は
、
い
ず
れ
も
「
舟
樹
末
乾
」
（
9
）

の
よ
う
に
「
イ
マ
ダ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
掲
の
例
も
「
（
イ
）

マ
ダ
」
と
読
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
本
資
料
に
お
い

〔
イ
）
カ
・

て
、
「
何
」
（
曇
の
よ
う
に
単
語
の
第
一
音
節
を
表
記
し
な
い
付
訓
例
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
姦
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
、
「
未
」
字
は
「
イ

マ
ダ
」
と
読
ま
れ
、
「
マ
ダ
」
と
読
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ

12



れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
未
（
ダ
）
」
は
「
イ
マ

ダ
」
を
表
記
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
同
集
に
は
「
マ
ダ
」
は
用
い
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
、
「
マ
ダ
」
の

よ
う
に
〓
疋
の
漢
字
表
記
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、

（D）

仮
名
書
き
大
書
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
）
。

三
　
巻
別
分
布
状
況

「
イ
マ
ダ
」
は
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
に
類
別
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
「
今
昔

物
語
集
J
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
は
、
一
般
的
に
、
天
竺
・
震
旦
部
（
巻
一
～

十
）
、
本
朝
仏
法
部
（
巻
十
一
～
二
十
）
、
本
朝
世
俗
部
（
巻
二
十
二
～
三
十

一
）
の
順
で
多
く
分
布
す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
本
朝
の
仏
法
部
と
世
俗
部
と

の
問
に
、
使
用
度
数
の
上
で
の
断
層
（
顕
著
な
差
）
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ

る
。
そ
の
理
由
は
、
出
典
文
献
と
し
て
、
天
竺
・
震
旦
部
で
は
漢
文
が
、
本
朝

仏
法
部
で
は
日
本
漢
文
が
、
本
朝
世
俗
部
で
は
仮
名
（
交
じ
り
）
文
が
、
そ
れ

へ
‖
、

ぞ
れ
多
く
を
占
め
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
の
用
例
数
を
巻
別
に
示
せ
ば
、
表

①
の
よ
う
に
な
る
。

B 否 肯 未
用

法

巻

の 定 定
割 表 表 ダ
∠ゝ
ロ
現 現

％ B A

9 1．7 1 1 1 12 1

1（X） 11 1 1 2

8 8．9 16 2 18 3

8 3．3 10 2 12 4

9 4．1 16 1 17 5

9 1．7 2 2 2 2 4 6

9 1．7 1 1 1 12 7

　／ ／ 889．3 2 5 3 2 8 9

58．8 10 7 1 7 10

90．0 9 1 1 0 11

8 0．0 4 1 5 12

8 3．3 5 1 6 1 3

7 6．9 10 3 13 1 4

7 2．7 8 3 1 1 1 5

7 7．8 7 2 9 16

90．0 9 1 10 17

　／ ／／ 1854．5 6 5 11 19

8 1．8 9 2 1 1 2 0

　／ 　／ 215 0．0 1 1 2 2 2

5 0．0 2 2 4 2 3

5 7．1 8 6 14 2 4

92．3 12 1 13 25

84．6 11 2 13 26

25．0 1 3 4 27

53．3 8 7 1 5 2 8

42．9 3 4 7 2 9

50．0 1 1 2 3 0

8 5．7 6 1 7 3 1

（
注
）
r
今
昔
物
語
集
」
に
は
「
未
ダ
朝
（
ツ
ト
メ
テ
）
」
と
い
う
表
現
が
四
例
見
出
さ
れ
る
が
・
次
の
よ

ぅ
に
、
格
助
詞
「
ノ
」
に
続
い
た
例
や
格
助
詞
「
ヨ
リ
」
が
付
い
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
全
体
と
し
て
体
言
的
な
性
質
を
有
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
副
詞
用
法
の

「
イ
マ
ダ
」
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
表
①
か
ら
は
除
外
し
た
。

○
寅
ノ
ロ
］
ノ
未
ダ
朝
、
　
　
　
（
巻
第
二
十
八
・
第
四
）

○
剥
列
酬
ヨ
リ
末
ノ
時
許
マ
デ
　
（
巻
第
二
十
八
・
第
五
）

○
其
ノ
日
ノ
末
ダ
朝
メ
テ
、
　
（
巻
第
二
十
八
・
第
七
）

○
夜
明
テ
未
ダ
朝
、

（
巻
第
二
十
八
・
第
十
八
）



表
①
に
よ
れ
ば
、
天
竺
・
震
旦
部
に
一
五
一
例
、
本
朝
仏
法
部
に
八
六
例
、

本
朝
世
俗
部
に
八
一
例
用
い
ら
れ
て
お
り
、
天
竺
・
震
旦
部
に
お
け
る
用
例
数

が
目
立
っ
て
多
く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
例
数
に
顕
著
な
差
が
見
ら
れ

る
の
は
、
天
竺
・
震
旦
那
と
本
朝
仏
法
部
と
の
間
で
あ
り
、
右
に
述
べ
た
、
r
今

昔
物
語
集
」
に
お
け
る
漢
文
訓
読
語
の
分
布
に
つ
い
て
の
一
般
的
傾
向
と
は
、

必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
イ
マ
ダ
」
が
漢
文
訓
読
文
で
用
い
ら
れ
る
場
合
は
、
（
否
定
表
現
）
を
伴
っ

て
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
漢
文
訓
読
調
の
度
合
い
を
は

か
る
上
で
は
、
（
否
定
表
現
）
を
伴
う
用
法
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
衷
①
に
お
い
て
（
否
定
表
現
）
を
伴
う
割
合
を
見
て
み
る
と
、
天
竺
・
震

旦
那
が
八
七
・
四
％
（
一
五
一
例
中
二
二
二
例
）
、
本
朝
仏
法
部
が
七
七
・
九
％

（
八
六
例
中
六
七
例
）
、
本
朝
世
俗
部
が
六
五
・
四
％
（
八
一
例
中
五
三
例
）
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
（
否
定
表
現
）
を
伴
う
割
合
に
お
い
て
は
、
天
竺
・
震
旦

部
、
本
朝
仏
法
部
、
同
世
俗
部
の
順
で
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
朝
の
仏
法
部

と
世
俗
部
と
の
間
に
極
端
な
開
き
は
認
め
ら
れ
ず
、
や
は
り
漢
文
訓
読
語
の
一

般
的
な
傾
向
と
一
致
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

こ
の
よ
う
な
表
①
に
見
ら
れ
る
「
イ
マ
ダ
」
の
分
布
に
つ
い
て
は
、
「
イ
マ

ダ
」
が
用
い
ら
れ
る
べ
き
文
脈
の
現
れ
方
に
左
右
さ
れ
た
結
果
と
見
る
余
地
も

あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
使
用
の
実
態
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま

ず
、
天
竺
・
震
旦
部
と
本
朝
仏
法
部
と
を
比
較
す
る
と
、
（
肯
定
表
現
）
で
の

用
例
数
は
ど
ち
ら
も
一
九
例
で
あ
る
が
、
（
否
定
表
現
）
に
つ
い
て
は
、
天
竺
・

震
旦
部
で
は
一
三
二
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
朝
仏
法
部
で
は
六
七
例
で
あ

り
、
そ
の
差
は
約
二
倍
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
竺
・
霞
旦
部
と
本
朝
仏
法
部

と
の
間
に
見
ら
れ
る
差
異
は
、
漢
文
訓
読
文
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
（
否
定

表
現
）
に
お
け
る
用
例
数
の
差
に
起
因
し
て
い
る
と
言
え
る
。
次
に
、
本
朝
仏

法
部
と
本
朝
世
俗
部
と
を
比
較
す
る
と
、
「
イ
マ
ダ
」
の
用
例
数
に
大
差
は
な

い
が
（
仏
法
部
八
六
例
・
世
俗
部
八
一
例
）
、
（
否
定
表
現
）
と
（
肯
定
表
現
）

と
の
用
例
数
の
差
に
や
や
開
き
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
否
定
）
と
（
肯
定
）

と
の
差
は
、
本
朝
仏
法
部
で
は
三
倍
以
上
（
（
否
定
）
六
七
例
・
（
肯
定
）
一

九
例
）
　
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
朝
世
俗
部
で
は
二
倍
も
な
い
　
（
（
否
定
）
五

三
例
・
〈
肯
定
〉
二
八
例
）
。
こ
れ
は
、
本
朝
世
俗
部
に
お
い
て
は
、
漢
文
訓
一

読
文
で
は
原
則
と
し
て
見
ら
れ
な
い
（
肯
定
表
現
）
に
お
け
る
用
例
の
使
用
率
　
1
4

が

相

対

的

に

高

い

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

　

　

　

　

　

　

　

－

こ
の
よ
う
に
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
は
、
漢
文
訓
読
的
用
法
（
（
否
定

表
現
）
中
の
用
法
）
　
の
み
な
ら
ず
、
漢
文
訓
読
的
と
は
言
え
な
い
用
法
（
（
肯

定
表
現
）
中
の
用
法
）
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
よ

う
な
用
法
を
も
つ
「
イ
マ
ダ
」
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
次
に
出
典
文
献
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
『
今
昔
物
語
集
」
に
お
け

る
「
イ
マ
ダ
」
の
文
体
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。



四
　
出
典
文
献
と
の
比
較

r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
が
、
出
典
文
献
（
同
文
的
同
話
を

（12）
含
む
）
　
の
当
該
箇
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
表
現
と
対
応
し
て
い
る
か
を
分
類

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
鯉
は
ま
だ
い
で
こ
ず
。

（
「
宇
治
拾
遺
物
語
j
二
三
）

（
否
定
表
現
）

（
a
）
　
「
イ
マ
ダ
　
（
末
）
」
と
対
応
し
て
い
る

①
末
ダ
一
宿
二
不
至
ザ
ル
こ
、
神
、
既
こ
此
ノ
事
ヲ
語
テ
、

（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
六
、
第
二
十
）

・
剰
至
一
宿
。
神
巳
預
知
。
　
（
r
三
宝
感
応
要
略
録
」
巻
上
・
第
十
六
）

②
此
二
ノ
人
未
ダ
因
果
ヲ
不
悟
。
　
（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
十
「
第
一
）

・
此
両
人
ハ
イ
マ
ダ
因
果
ヲ
シ
ラ
ザ
ル
也
。
（
観
智
院
本
r
三
宝
絵
J
中
二
）

③
暑
預
粥
こ
剰
轡
卜
被
仰
レ
バ
、（
r
今
昔
物
語
集
j
巻
第
二
十
六
・
第
十
七
）

－

　

　

　

1

▲

・
「
芋
粥
に
い
ま
だ
飽
か
ず
」
と
仰
ら
る
れ
ば
、
（
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
上
・
一
八
）

（
b
）
　
「
マ
ダ
」
と
対
応
し
て
い
る

④
鯉
ハ
タ
ラ
対
列
萄
　
（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
八
・
第
三
十
）

（
C
）
「
イ
マ
ダ
」
「
マ
ダ
」
と
は
別
の
表
現
と
対
応
し
て
い
る

⑤
我
等
粛
列
仏
ノ
在
マ
ス
所
ヲ
不
知
リ
ツ
。（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
・
第
二
）

・
我
等
噺
剰
不
知
大
師
所
在
。
　
　
　
　
（
r
釈
迦
譜
j
巻
二
・
十
六
）

⑥
君
、
劃
H
P
位
二
遇
フ
事
無
シ
。
（
r
今
昔
物
語
集
j
巻
第
九
・
第
十
六
）

l
l
l
り
l
t
－
．
〉
l
r

・
売
　
不
能
進
（
行
）
君
　
官
－
位
垂
　
（
前
田
本
r
冥
報
記
」
巻
中
・
第
七
）

⑦
法
相
大
乗
宗
ノ
法
、
忍
m
刹
シ
テ
盛
り
也

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
六
・
第
六
）

・
其
ヨ
リ
ホ
ウ
サ
ウ
ノ
大
ゾ
ウ
ノ
法
門
刊
刊
絶
対
。

（
「
打
開
集
」
第
九
）
　
1
5

（
d
）
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い
　
（
▲
印
は
、
「
未
ダ
」
に
対
応
す
る
表
現
が

存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

⑧
国
府
二
着
テ
後
、
剥
列
神
事
ヲ
モ
不
拝
ズ
、

・
着
府
巳
後
。
▲
不
動
神
拝
。

⑨
仏
ト
云
フ
ラ
ム
者
ヲ
未
ダ
不
知
ズ
。

・
悌
ト
云
物
▲
不
知
。

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
十
四
・
第
六
）

（
「
法
華
験
記
し
巻
下
・
第
百
廿
六
）

（
「
今
昔
物
語
集
」
巻
第
六
・
第
〓

（
r
打
開
集
j
第
二
）

（
e
）
対
応
す
る
文
脈
が
存
し
な
い
　
（
●
印
は
、
「
末
ダ
」
を
含
む
文
脈
が
存
す



べ
き
箇
所
を
示
す
）

⑲
一
ノ
隔
有
り
。
其
レ
ヲ
未
ダ
不
見
セ
ズ
。

築
垣
固
ク
築
キ
廻
セ
リ
。

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
五
・
第
こ

た
か

・
こ
、
に
ひ
と
つ
の
へ
だ
て
あ
り
。
●
築
地
を
高
く
つ
き
め
ぐ
ら
し
た
り
。

（
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
上
・
九
二

（
b
）
　
「
マ
ダ
」
と
対
応
し
て
い
る

⑲
剰
列
倉
ヒ
残
シ
タ
ル
モ
鍋
二
有
り
。
（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
十
六
・
第
四
）

．
邦
鮮
ひ
配
し
て
鋸
に
あ
る
も
試
し
　
（
r
古
本
説
話
竺
下
・
五
三
）

（
肯
定
表
現
）

（
a
）
　
「
イ
マ
ダ
　
（
末
）
」
と
対
応
し
て
い
る

⑳
法
慶
死
セ
リ
。
製
叩
有
リ
ヤ
　
　
（
r
今
昔
物
語
集
j
巻
第
六
・
第
十
二
）

・
法
慶
合
死
刺
が
　
　
　
　
　
　
　
（
「
三
宝
感
応
要
略
録
」
巻
上
・
第
五
）

⑳
粛
列
討
冠
也
ケ
ル
時
、
俄
二
病
ヲ
受
テ
死
ケ
リ
。

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
七
・
第
四
十
七
）

に
こ
ハ
カ
に

・
年
対
．
．
．
討
冠
（
些
時
暴
病
1
死
。

（
す
）
し
て

（
前
田
本
r
冥
報
記
し
巻
中
・
第
十
二
）

⑳
粛
列
瞥
ヒ
薄
キ
人
也
。
速
こ
堂
ノ
外
二
出
ヨ
（
『
今
昔
物
語
集
】
巻
第
四
・
第
一
）

・
も
浮
習
者
早
出
堂
内
↓
　
　
（
金
剛
寺
本
「
注
好
選
」
中
・
四
十
一
）

⑭
和
絶
二
刀
ハ
剰
列
醇
タ
リ
。
（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
三
・
第
二
十
）

さ

か

て

　

ぬ

・
逆
手
に
抜
き
た
り
け
る
刀
は
、
同
封
村
持
た
り
。

（
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
下
二
七
六
）

「
）
　
「
イ
マ
ダ
」
「
マ
ダ
」
と
は
別
の
表
現
と
対
応
し
て
い
る

G
年
八
十
余
ニ
シ
テ
老
寧
ン
乍
ラ
対
列
蜜
テ
有
ケ
リ
。

・
年
過
八
十
。
老
老
猶
存
。

⑳
汝
ガ
父
母
剰
列
彼
ノ
所
二
有
り
。

・
汝
父
母
皆
刊
在
彼
団
。

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
十
四
・
第
六
）

（
「
法
華
験
記
し
巻
下
・
第
百
廿
六
）

（
r
今
昔
物
語
集
j
巻
第
十
四
・
第
十
二
）
　
1
6

（
道
草
験
記
」
巻
上
・
第
三
十
一
）
－

（
d
）
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い
　
（
▲
印
は
、
「
未
ダ
」
に
対
応
す
る
表
現
が

存
す
べ
き
箇
所
を
示
す
）

⑱
我
ガ
妾
、
剰
列
年
若
ク
シ
テ
、
病
ヒ
、
恩
へ
無
シ

（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
九
・
第
三
十
一
）

し
て

・
吾
婦
▲
年
少
　
元
疾
患
（
空
也
。
（
前
田
本
r
冥
報
記
j
巻
下
・
第
二
十
五
）

⑲
其
時
二
王
、
使
二
間
テ
宣
ク
、
「
彼
山
田
ノ
郡
ノ
女
ノ
体
ハ
刻
列
有
リ
ヤ
」

ト
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
r
今
昔
物
語
集
j
巻
第
二
十
・
第
十
八
）



・
時
王
問
言
、
▲
有
二
山
田
郡
衣
女
之
体
一
耶
、
（
百
本
霊
異
記
」
中
巻
・
節
廿
五
）

（
e
）
対
応
す
る
文
脈
が
存
し
な
い
（
●
印
は
、
「
未
ダ
」
を
含
む
文
脈
が
存
す

べ
き
箇
所
を
示
す
）

⑳
枇
杷
左
大
臣
刻
列
劃
列
の
可
動
相
可
刊
利
列
・
l
岬
珂
J
l
、
極
ク
忍
テ
通
ヒ
給

ヒ
ケ
ル
ヲ
、
　
　
　
　
（
r
今
昔
物
語
集
」
巻
第
二
十
四
・
第
四
十
七
）

ぴ

は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

よ

・
枇
杷
の
大
納
言
の
●
し
の
び
て
通
ひ
給
け
る
に
、
（
r
古
本
説
話
集
J
上
二
一
九
）

右
の
よ
う
な
分
類
に
基
づ
い
て
出
典
文
献
と
の
関
係
を
ま
と
め
れ
ば
、
表
②

の
よ
う
に
な
る
。

衷
②
に
よ
れ
ば
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
（
否
定
表
現
〉
中
の
「
イ
マ

ダ
」
に
対
し
て
、
出
典
文
献
で
も
「
イ
マ
ダ
」
が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
、
著

し
く
多
く
な
っ
て
い
る
（
九
一
例
）
。
こ
の
場
合
の
出
典
文
献
を
見
る
と
、
r
三

宝
絵
二
宇
治
拾
遺
物
語
」
以
外
は
す
べ
て
漢
文
体
（
日
本
漢
文
を
含
む
）
の

文
献
と
な
っ
て
い
る
（
「
三
宝
絵
」
に
は
、
平
仮
名
文
・
片
仮
名
（
交
じ
り
）

文
・
漢
文
の
各
本
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者
が
ど
の
形
態

の
伝
本
を
参
照
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
本
項
で
の
比
較
に
は
片
仮
名
（
交
じ

り
）
文
（
観
智
院
本
）
を
用
い
た
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
お

け
る
（
否
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
の
多
く
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
を
受

A
Ll

後

拾

遺

俊

頼

古

本

宇

治

拾

打 将 日
本
往

法

華

日

本

注 差 弘

焚

冥 大
緩

．駁寺

豆

感

釈 文
献
名

計
和

歌

集

髄

脳

説

話

集

遺

物
号瓦
PH

聞

集

宝

絵

門

記

生
極
楽
言己

験

記

霊

異

記

好

選

石

橋
杢

法

華

伝

雑

言己

義

は
腑
伝

応
要
略
録

迦

譜

類

別

91 8 1 2 3 8 12 9 1 ユ 28 3 12 3
イ
マ
タ’

3 3 マ
デ

否

′1－．疋

表

現

5 1 1 1 1 1
別
表
現

16 1 1 2 4 3 1 1 1 2
表
現
無

16 1 1 4 2 3 1 1 3
文
脈
無

6 1 1 3 1
イ
マ
ダ
．1ヒ．‖

定

表

現

1 1 マ
ダ

3 3 別
表
現

12 2 3 3 1 2 1
表
現
無

4 1 2 1 文
脈
無

17



け
継
い
だ
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
巻
別
分
布
が
必
ず
し
も
典
型

的
な
漢
文
訓
読
語
の
状
況
と
一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
（
否
定
表
現
）
中
の

用
例
す
べ
て
が
漢
文
訓
読
文
の
用
法
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

（け、

「
イ
マ
ダ
」
は
r
万
葉
集
」
に
も
見
ら
れ
、
奈
良
時
代
か
ら
す
で
に
用
い
ら

れ
て
い
た
語
で
あ
る
が
、
そ
の
用
法
は
（
否
定
表
現
）
中
に
限
ら
ず
、
（
肯
定

表
現
）
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
次
に
、
（
肯
定
表
現
）
中
の
用
例
を

例
示
し
て
お
く
。

◆

．

▼

つ

　

さ

く

ら

は

な

l

▲

▲

・
掛
が
掛
率
が
古
き
垣
内
の
桜
花
い
ま
だ
合
め
り
（
伊
麻
太
敷
布
売
利
）

一
日
見
に
恥
ね
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
八
・
四
〇
七
七
、
大
伴
家
持
）

よ

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か

す

み

・
月
数
め
ば
い
ま
だ
冬
な
り
（
伊
麻
太
冬
奈
里
）
し
か
す
が
に
霞
た
な
び
く

春
か
ち
ぬ
と
か
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
十
・
四
四
九
二
、
大
伴
家
持
）

す
な
わ
ち
、
「
イ
マ
ダ
」
は
本
来
（
否
定
表
現
）
（
肯
定
表
現
）
に
関
わ
ら
ず

（14）

用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
日
本
語
本

来
の
用
法
の
「
イ
マ
ダ
」
が
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
（
否
定
表
現
）
中

の
用
例
の
中
に
も
存
し
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
（
否
定
表
現
）
中

の
「
イ
マ
ダ
」
の
中
に
、
「
宇
治
拾
遺
物
語
j
（
の
母
体
と
な
っ
た
説
話
、
す
な

わ
ち
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
）
　
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
を
受
け
継
い
だ
と
見
ら

れ
る
例
（
先
掲
の
用
例
③
な
ど
）
が
存
す
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
の
可
能

性
は
む
し
ろ
高
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
（
肯
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」

に
対
し
て
、
漠
文
体
の
出
典
文
献
に
お
い
て
、
「
末
」
字
が
対
応
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
（
r
三
宝
感
応
要
略
録
」
一
例
、
「
冥
報
記
」
三
例
、
r
注
好
選
」
一

例
。
先
掲
の
用
例
⑪
⑲
⑬
参
照
）
。
一
般
に
、
漢
文
の
「
末
」
字
は
（
否
定
表

現
）
と
し
て
訓
読
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

「
三
宝
感
応
要
略
録
」
の
例
（
⑪
）
は
文
末
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
「
イ
マ
ダ

シ
ャ
」
と
訓
読
さ
れ
る
べ
き
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
ま
だ
死
ん
で
い
な
い

の
か
〉
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
文
の
趣
旨
と
し
て
は
r
今
昔
物
語
集
」
の
「
末

命
有
リ
ヤ
」
と
同
一
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

r
冥
報
記
」
の
例
（
⑳
）
は
、
「
未
ダ
弱
冠
ナ
ラ
ザ
リ
ケ
ル
時
」
の
よ
う
に
訓

読
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
撰
者
が
あ
え
て
改
変

し
て
（
肯
定
表
現
）
と
し
て
読
ん
だ
か
と
思
わ
れ
る
。
誤
読
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
初
歩

的
に
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
r
冥
報
記
し
の
残
り
の
二
例
（
（
肯
定
表
現
）

中
の
例
）
が
「
年
末
弱
冠
」
と
い
う
同
一
文
脈
の
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
て

も
、
単
純
な
誤
り
と
は
考
え
が
た
く
、
意
図
的
な
読
み
替
え
と
見
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
実
際
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
（
肯
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」

に
は
、
（
ま
だ
年
若
い
頃
）
に
類
す
る
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
例
が
少
な
か
ら
ず

存
し
て
い
る
　
（
二
六
例
）
。

○
太
子
粛
列
妨
椎
こ
御
マ
ス
問
こ
テ
、
誰
力
養
ヒ
奉
ラ
ム
ト
大
王
思
ヒ
欺
ク
。

（
巻
第
一
・
第
二
）
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○
未
ダ
椎
キ
時
二
父
ノ
貫
誼
死
ヌ
。

（
巻
第
十
・
第
二
十
四
）



○
末
ダ
若
キ
程
こ
テ
、
男
触
フ
レ
パ
フ
事
無
ク
シ
テ
禁
中
二
有
り
。

（
巻
第
十
・
第
二
十
六
）

○
菩
薩
剰
列
幼
キ
少
僧
ニ
テ
在
マ
シ
ケ
ル
時
、
河
内
ノ
ロ
郡
二
法

会
ヲ
修
ス
ル
事
有
ケ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
十
一
・
第
二
）

○
其
ノ
大
将
未
ダ
童
ニ
テ
、
勢
長
ノ
時
マ
デ
、
冠
ヲ
モ
不
着
ズ
シ
テ
ゾ
御
ケ
ル
。

（
巻
第
十
四
・
第
四
十
二
）

○
此
ノ
大
臣
年
剰
列
昔
ク
御
ケ
ル
時
l
「
佃
戸
ノ
宮
ト
申
ス
太
子
御
ケ
リ
。

（
巻
第
二
十
二
・
第
四
）

○
其
［
∪
ガ
剰
列
若
カ
リ
ケ
ル
程
こ
、
身
ノ
才
極
テ
賢
ク
シ
テ
、
世
二
並

無
カ
リ
ケ
レ
バ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
二
十
四
・
第
十
八
）

○
剰
列
者
カ
リ
ケ
ル
時
こ
、
父
ノ
大
臣
失
給
ヒ
ニ
ケ
レ
バ
、

（
巻
第
二
十
四
・
第
三
十
八
）

○
其
レ
ガ
封
列
者
ク
シ
テ
、
供
奉
ト
云
テ
、
西
塔
二
有
ケ
ル
時
二
、

（
巻
第
二
十
八
・
第
七
）

○
剰
列
者
ク
シ
テ
東
寺
ノ
入
寺
こ
成
テ
拝
畢
ン
ケ
ル
こ
、（
巻
第
二
十
八
・
第
九
）

こ
の
よ
う
に
、
r
今
昔
物
語
集
」
の
撰
者
が
好
ん
で
用
い
る
類
型
的
表
現
に
、

あ
え
て
改
変
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
注
好
選
」
の
例
（
⑬
）
に
つ
い
て
は
、
原
漢
文
の
「
習
」
字
が
文
脈
上

（
（
女
性
好
き
の
）
習
性
・
性
分
）
の
意
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
未
薄
習
者
」

と
は
（
ま
だ
女
性
好
き
の
性
分
の
抜
け
な
い
者
）
の
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
（
ま
だ
学
習
の
不
十
分
な
者
）
の
意
の
ご
と
く
解

釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
撰
者
の
誤
訳
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

r
今
昔
物
語
集
」
の
「
イ
マ
ダ
」
に
対
し
て
、
出
典
文
献
に
お
い
て
「
マ
ダ
」

が
対
応
し
て
い
る
場
合
が
（
否
定
表
現
）
（
肯
定
表
現
）
併
せ
て
四
例
見
出
さ

れ
る
（
「
宇
治
拾
遺
物
語
」
三
例
、
r
古
本
説
話
集
し
一
例
）
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

次
の
r
宇
治
拾
遺
物
語
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
文
脈
上
「
ま
た
」
で
あ
る
可
能

性
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
本
文
で
も
そ
の
よ
う

に
解
釈
さ
れ
て
い
る
）
。

の
ち

・
よ
く
わ
び
し
め
て
後
に
、
置
き
た
る
算
を
、
さ
ら
く
と
を
し
こ
は
ち
た

わ
ら

り
け
れ
ば
、
笑
ひ
さ
め
に
け
り
。
「
い
ま
し
ば
し
あ
ら
ま
し
か
ば
、
死
な
一

ま
し
。
割
梢
か
斗
た
へ
が
た
き
事
こ
そ
な
か
り
つ
れ
」
と
ぞ
い
ひ
あ
ひ
け
　
1
9

る
。
黒
ひ
ご
う
じ
て
、
射
ま
り
ふ
し
て
、
和
む
や
う
に
ぞ
し
け
る
。
　
一

（
下
二
八
五
）

た
だ
し
、
「
今
昔
物
語
集
】
の
対
応
箇
所
で
は
、
「
粛
列
此
許
難
堪
キ
事
コ
ソ

無
カ
リ
ッ
レ
」
　
（
巻
第
二
十
四
・
第
二
十
二
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少

な
く
と
も
r
今
昔
物
語
集
」
の
撰
者
は
、
（
ま
だ
）
の
意
と
解
釈
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

右
の
例
を
含
め
た
四
例
は
、
和
文
語
の
「
マ
ダ
」
を
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者

が
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」
に
置
き
換
え
た
場
合
で
あ
る
（
「
宇
治
拾
遺
物

語
J
の
和
文
語
と
r
今
昔
物
語
集
し
の
漢
文
訓
読
語
が
対
応
し
て
い
る
箇
所
が

少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。
こ
の
よ



う
な
例
が
存
す
る
こ
と
と
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
「
マ
ダ
」
が
用
い
ら

れ
て
い
な
い
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
r
今
昔
物
語
集
」

撰
者
は
、
「
マ
ダ
」
よ
り
も
「
イ
マ
ダ
」
の
方
を
意
識
的
に
選
択
し
て
用
い
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

r
今
昔
物
語
集
」
　
の
「
イ
マ
ダ
」
に
対
し
て
、
出
典
文
献
に
お
い
て
「
イ
マ

ダ
」
と
も
「
マ
ダ
」
と
も
異
な
る
表
現
（
別
表
現
）
が
対
応
し
て
い
る
場
合

が
、
（
否
定
表
現
）
五
例
（
肯
定
表
現
）
三
例
見
出
さ
れ
る
（
先
掲
の
用
例
参

照
）
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
（
肯
定
表
現
）
中
の
例
が
存
し
て
い
る
こ
と
に
は

注
目
さ
れ
る
（
r
法
華
験
記
し
三
例
。
先
掲
の
用
例
⑮
⑳
以
外
の
一
例
は
⑮
と

同
じ
「
猶
（
ナ
ホ
）
」
が
対
応
し
て
い
る
）
。
こ
れ
ら
は
、
r
今
昔
物
語
集
」
撰

者
が
、
出
典
文
献
に
存
す
る
表
現
を
改
め
て
ま
で
（
肯
定
表
現
）
中
に
「
イ
マ

ダ
」
を
用
い
て
い
る
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
今
昔
物

語
集
」
撰
者
が
意
識
的
に
選
択
し
て
用
い
て
い
る
「
イ
マ
ダ
」
の
中
に
、
漢
文

訓
読
文
の
用
法
以
外
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
d
）
の
「
対
応
す
る
表
現
が
存
し
な
い
」
と
は
、
出
典
文
献
に
お
い
て
「
イ

マ
ダ
」
が
存
し
な
い
箇
所
に
、
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者
が
「
イ
マ
ダ
」
を
付
け

加
え
た
場
合
で
あ
る
。
出
典
文
献
が
漠
文
体
の
場
合
は
、
（
否
定
表
現
）
八
例

（
肯
定
表
現
）
≡
例
（
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者
の
用
い
た
r
三
宝
絵
」
が
漢
文
で

あ
れ
ば
、
（
肯
定
表
現
）
四
例
）
と
な
っ
て
お
り
、
（
否
定
表
現
）
中
に
付
加
さ

れ
る
場
合
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
出
典
文
献
が
仮
名
（
交
じ
り
）

文
の
場
合
は
、
（
否
定
表
現
）
（
肯
定
表
現
）
と
も
八
例
と
な
っ
て
お
り
、
表
②

に
よ
る
限
り
、
両
者
に
差
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
r
今
昔
物
語
集
j

に
お
い
て
、
訓
読
調
の
強
い
説
話
で
は
（
否
定
表
現
）
中
に
用
い
ら
れ
る
漢
文

訓
読
文
の
用
法
が
現
れ
や
す
く
、
訓
読
調
の
弱
い
説
話
で
は
（
否
定
表
現
）
（
肯

定
表
現
）
に
関
わ
ら
ず
用
い
ら
れ
る
日
本
語
本
来
の
用
法
が
現
れ
や
す
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
（
用
例
数
が
少
な
い
た
め
、
偶
然
で
あ
る
可

能
性
は
排
除
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
は
成
り
立
つ

と
思
わ
れ
る
）
。

（
e
）
　
の
「
対
応
す
る
文
脈
が
存
し
な
い
」
と
は
、
出
典
文
献
に
存
し
な
い

文
脈
を
r
今
昔
物
語
集
－
撰
者
が
独
自
に
文
章
化
し
た
箇
所
に
、
「
イ
マ
ダ
」

が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
出
典
文
献
が
漢
文
体
の
場
合
は
、
（
否
定

表
現
）
中
に
の
み
「
イ
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
（
八
例
）
、
（
肯
定
表
現
）

中
の
例
は
見
ら
れ
な
い
　
（
あ
く
ま
で
表
②
に
よ
る
限
り
の
こ
と
で
あ
る
が
）
。

一
方
、
出
典
文
献
が
仮
名
（
交
じ
り
）
文
の
場
合
は
、
（
否
定
表
現
）
中
の
例

が
多
い
も
の
の
　
（
八
例
）
、
（
肯
定
表
現
）
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
（
四
例
）
。

こ
の
こ
と
は
、
（
肯
定
表
現
）
中
の
例
は
、
訓
読
調
の
強
い
説
話
よ
り
も
訓
読

調
の
弱
い
説
話
の
方
に
よ
り
現
れ
や
す
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う

（
こ
の
場
合
も
用
例
数
が
少
な
い
と
い
う
憾
み
は
あ
る
が
、
（
肯
定
表
現
）
中
の

「
イ
マ
ダ
」
が
漢
文
訓
読
文
で
は
原
則
と
し
て
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
上
記
の
よ
う
に
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
）
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
　
（
巻
別
分
布
状
況
・
出
典
文
献
と
の
比
較
）
　
の
検
討
結

果
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
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「
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
は
、
出
典
文
献
に
存
す
る
「
マ
ダ
」
や
そ
れ
以

外
の
表
現
（
別
表
現
）
を
「
イ
マ
ダ
」
に
置
き
換
え
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者
は
「
イ
マ
ダ
」
を
音
議
的
に
選
択
し
て
用
い

て
い
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
否
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
は
、

出
典
が
漢
文
体
の
場
合
（
す
な
わ
ち
訓
読
調
の
強
い
説
話
）
に
偏
っ
て
現
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
漢
文
訓
読
文
の
用
法
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
典
型
的
な
漢
文
訓
読
語
の
分
布
を
示
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
（
否
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
の
中
に
も
漢
文
訓
読
文
の
用

法
以
外
の
も
の
（
（
否
定
）
（
肯
定
）
に
関
わ
ら
ず
用
い
ら
れ
る
、
日
本
語
本
来

の
用
法
）
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
漢
文
出
典
の
「
未
」
字

（
（
否
定
表
現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
）
を
あ
え
て
（
肯
定
表
現
）
に
改
変
し
た
と

見
ら
れ
る
例
や
、
（
肯
定
表
現
）
の
場
合
で
も
「
マ
ダ
」
や
別
表
現
を
「
イ
マ

ダ
」
に
置
き
換
え
て
い
る
例
が
存
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
（
肯
定
表

現
）
中
の
「
イ
マ
ダ
」
は
、
漢
文
訓
読
語
の
用
法
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
日

本
語
本
来
の
用
法
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
r
今
昔

物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
は
、
漢
文
訓
読
文
の
用
法
が
中
心
と
な
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
日
本
語
本
来
の
用
法
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

五
　
芸
孟
日
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
の
文
章
史
的
意
味

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
は
、
「
マ
ダ
」
は
用
い

（15）

ら
れ
て
お
ら
ず
（
推
定
）
、
専
ら
「
イ
マ
ダ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
前
稿
に

お
い
て
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
学
作
品
に
お
け
る
「
マ
ダ
」
「
イ
マ
ダ
」
の
使

用
状
況
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
マ
ダ
」
を
用
い
ず
「
イ
マ
ダ
」

を
専
用
し
て
い
る
作
品
は
、
（
説
話
類
）
の
r
打
開
集
j
（
二
例
）
・
「
三
宝
絵

（
観
智
院
本
）
」
（
三
七
例
）
、
（
歴
史
物
語
）
の
r
水
鏡
」
（
二
六
例
）
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
三
作
品
は
、
「
イ
マ
ダ
」
を
専
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
r
今

昔
物
語
集
」
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
（
否
定
表
現
）
（
肯
定

表
現
）
の
内
訳
は
、
r
打
開
集
」
が
（
否
定
〉
○
例
（
肯
定
）
二
例
、
「
三
宝
絵

（
観
智
院
本
）
」
が
（
否
定
）
三
上
ハ
例
（
肯
定
）
一
例
、
「
水
鏡
」
が
（
否
定
）

＝
二
例
〈
肯
定
〉
三
例
と
な
っ
て
お
り
、
三
者
三
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
一

r
今
昔
物
語
集
」
と
を
比
較
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
　
2
1

ろ

う

か

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

r
打
開
集
」
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」
が
専
用
さ
れ

て
い
る
の
は
、
漢
文
訓
読
文
に
起
源
を
持
つ
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
依
拠
資
料
と
し
て
、
和
文
体
の

（16）

散
逸
r
宇
治
大
納
言
物
語
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
ほ
ど
漢
文
訓

読
調
は
強
く
な
く
、
む
し
ろ
訓
読
的
要
素
を
含
ん
だ
和
文
体
と
も
言
う
べ
き
文

（17）

体
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
「
イ
マ
ダ
」
の
用
法
は
漢
文
訓
読
文
の

用
法
と
は
な
っ
て
い
な
い
（
二
例
と
も
（
肯
定
表
現
）
）
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

「
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
、
（
否
定
表
現
）
と
（
肯
定
表
現
〉
と
が
同
数
、

ま
た
は
（
否
定
表
現
）
よ
り
も
（
肯
定
表
現
）
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る



巻
と
し
て
は
、
巻
第
二
十
二
　
（
（
否
定
）
一
例
（
肯
定
〉
一
例
）
　
二
一
十
三

（
（
否
定
）
二
例
（
肯
定
）
二
例
）
二
手
七
（
（
否
定
）
一
例
（
肯
定
）
三
例
）
・

二
十
九
（
（
否
定
）
三
例
（
肯
定
）
四
例
）
二
二
十
（
（
否
定
）
一
例
（
肯
定
）

（18）

一
例
）
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
巻
は
い
ず
れ
も
本
朝
世
俗
郡
の
巻
で
あ
り
、

「
今
昔
物
語
集
」
の
中
で
は
和
文
調
の
強
い
巻
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
巻

に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
は
、
（
否
定
表
現
）
に
偏
っ
て
い
な
い
と
い
う
点
で
「
打

開
集
」
の
「
イ
マ
ダ
」
と
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。

「
三
宝
絵
」
は
、
r
日
本
霊
異
記
」
を
は
じ
め
と
す
る
仏
書
類
が
背
景
と
な
っ

（19）

て
成
り
立
っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
調
査
に
用
い
た
観
智
院
本
は
片
仮
名
交
じ

り
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
コ
二
宝
絵
（
観
智
院
本
こ
は
極
め
て
漢
文

訓
読
調
の
強
い
文
体
と
な
っ
て
お
り
、
「
イ
マ
ダ
」
の
用
法
が
（
否
定
表
現
）
に

偏
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
漢
文
訓
読
調
の
強
さ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
今
昔
物
語
集
」
に
お
い
て
も
、
漢
文
や
日
本
漢
文
が
出
典
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
天
竺
・
震
旦
那
や
本
朝
仏
法
部
の
ほ
と
ん
ど
の
巻
で
は
（
否
定
表
現
）

に
偏
っ
て
お
り
、
漢
文
訓
読
調
の
強
さ
が
現
れ
て
い
る
と
言
え
る
（
表
①
参

照）。r
水
銀
」
は
、
漠
文
体
（
日
本
漢
文
）
　
の
r
扶
桑
略
記
」
に
依
拠
し
て
成
り

り
瑚
爪

立
っ
て
い
る
作
品
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
漢
文
訓
読
語
の
「
イ
マ
ダ
」

が
専
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
基
本
的
に
平
仮
名
文
で
記
さ

れ
て
い
る
た
め
、
漢
文
訓
読
調
の
度
合
い
は
コ
ニ
宝
絵
（
観
智
院
本
）
j
ほ
ど

強
く
は
な
い
。
「
イ
マ
ダ
」
の
用
法
が
（
否
定
表
現
）
に
偏
っ
て
は
い
な
い
の

（21）

は
、
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

r
今
昔
物
語
集
j
の
天
竺
・
霞
旦
部
や
本
朝
仏
法
部
（
出
典
の
大
半
が
沃
文

ま
た
は
日
本
漢
文
）
　
の
中
で
著
し
く
（
否
定
表
現
）
に
偏
っ
て
い
な
い
巻
と
し

て
は
、
巻
第
十
（
（
否
定
）
一
〇
例
（
肯
定
）
七
例
）
・
十
九
（
（
否
定
）
六
例

（
肯
定
〉
五
例
）
が
存
す
る
。
こ
れ
ら
の
巻
に
は
、
漢
文
や
日
本
漢
文
に
直
接

依
拠
せ
ず
に
そ
の
和
訳
本
に
基
づ
い
た
説
話
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
の

（22）

で
は
な
い
か
と
の
考
え
方
が
あ
る
　
（
こ
こ
で
言
う
和
訳
本
と
は
、
た
と
え
ば

r
扶
桑
略
記
」
を
和
訳
し
た
r
水
鏡
」
の
よ
う
な
文
体
の
文
献
を
想
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
表
記
が
平
仮
名
交
じ
り
で
あ
っ
た
か
片

仮
名
交
じ
り
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
未
詳
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
）
。
す

な
わ
ち
、
巻
第
十
・
十
九
は
天
竺
・
震
旦
部
や
本
朝
仏
法
部
の
中
で
は
比
較
的

ゆ
る
や
か
な
漢
文
訓
読
調
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
（
否
定
表
現
）

へ
の
著
し
い
偏
り
が
見
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
「
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
に

は
、
基
本
的
に
（
否
定
表
現
）
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
漢
文
訓
読
文
由
来
の
も

の
と
、
（
否
定
表
現
）
に
限
ら
ず
（
肯
定
表
現
）
で
も
用
い
ら
れ
る
日
本
語
本

来
の
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
前
項
ま
で
の
検
討
に
お
い
て
も

同
様
の
結
果
を
得
て
お
り
、
結
果
の
妥
当
性
を
裏
付
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

六
　
お
わ
り
に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
r
今
昔
物
語
集
」
　
に
お
い
て
は
由
来
を
異
に
す
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る
二
種
類
の
「
イ
マ
ダ
」
　
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
見
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
マ
ダ
」
の
漢
文
訓
読
文
の
用
法
は
、
漢
文
訓
読
と

い
う
場
に
お
い
て
（
否
定
）
の
意
を
含
む
「
未
」
字
を
訓
読
す
る
と
い
う
制
約

の
中
で
い
わ
ば
臨
時
的
に
生
じ
た
用
法
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
本
来
の
用
法
と

あ
え
て
区
別
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
筆
者

は
、
こ
の
疑
問
に
対
し
て
明
確
な
解
答
を
提
示
す
る
た
め
の
材
料
を
十
分
用
意

し
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
が
（
否
定
表
現
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る

の
は
、
も
ち
ろ
ん
（
否
定
）
の
意
を
含
む
「
末
」
字
を
訓
読
す
る
と
い
う
制
約

の
結
果
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
漢
文
に
お
け
る
「
末
」
字
を
直
接
訓

読
す
る
と
い
う
場
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
（
否
定
表
現
）
に
偏
っ
て
用
い
ら
れ

る
「
イ
マ
ダ
」
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
「
イ
マ
ダ
」
は
漢
文
訓
読
文
の
用

法
を
新
た
に
獲
得
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
「
今
昔
物
語
集
j

に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
は
、
漢
文
出
典
の
影
響
を
直
接
的
・
間
接
的
に
受
け
て

い
る
と
は
言
え
、
漢
文
訓
読
と
い
う
場
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
用
い

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
イ
マ
ダ
」
の
（
否
定
表
現
）
へ
の
偏
り
方
が
、

説
話
の
文
体
（
訓
読
調
の
強
さ
）
　
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
今
昔
物
語
集
」
の
「
イ
マ
ダ
」
の
中
に
日
本
語
本
来
の
用
法
と
は
区
別
す
べ

き
漢
文
訓
読
文
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
マ
ダ
」
と
い
う
日
本
語
が
漢
文
訓
読
と
い

う
制
約
の
中
で
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
う
ち
に
、
「
イ
マ
ダ
…
（
否
定
表

現
）
」
と
い
う
形
式
が
、
漢
文
訓
読
文
を
特
徴
づ
け
る
一
つ
の
語
法
と
し
て
成

立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
右
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ

ダ
」
を
、
由
来
を
異
に
す
る
二
種
類
の
用
法
の
〝
混
在
″
と
し
て
捉
え
た
。
た

だ
し
、
こ
の
二
者
は
、
言
語
形
式
上
峻
別
で
き
な
い
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
r
今
昔
物
語
集
」
撰
者
自
身
が
異
な
る
用
法
の
〝
混
在
〟
と
い
う
意
識

で
用
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
未
詳
で
あ
る
。
本
稿
に
お
け
る
結
果
を
、
「
今
昔

物
語
集
」
撰
者
の
文
体
の
問
題
と
し
て
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
べ
き
か
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

〔注〕
（
1
）
r
今
昔
物
語
集
」
内
部
に
お
け
る
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
の
混
在
・
対
立
に
関
す
る
研

究
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
武
義
r
今
昔
物
語
集
の
語
彙
と
語
法
」
（
一
九
八
四
年
、
明
治

書
院
）
　
の
第
一
章
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
築
島
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
で
の
研
究
」
二
九
六
三
年
、
東
京
大

学
出
版
会
）

（
3
）
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
r
今
昔
物
語
集
（
一
～
五
こ
（
岩
波
書
店
）
を
用

い
た
。

（
4
）
小
林
芳
規
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
－
再
読
字
の
成
立
に
つ
い
て
－
」
（
r
国
語

学
」
　
二
ハ
集
、
一
九
五
四
年
三
月
）

（
5
）
r
今
昔
物
語
集
」
に
お
け
る
「
イ
マ
ダ
」
に
つ
い
て
は
、
宮
田
裕
行
「
今
昔
物
語
集

に
お
け
る
再
読
字
に
つ
い
て
」
　
（
r
王
朝
文
学
」
五
号
、
一
九
六
一
年
）
　
の
中
で
取
り

上
げ
ら
れ
、
そ
の
使
用
状
況
（
分
布
状
態
・
出
典
文
献
と
の
関
係
）
が
報
告
さ
れ
て
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い
る
。
本
稿
と
は
、
r
今
昔
物
語
集
」
　
の
本
文
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
　
や
出
典
文

献
の
認
定
が
一
致
し
て
お
ら
ず
（
現
在
で
は
出
典
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
文
献
も

含
ま
れ
て
い
る
）
、
整
理
の
し
か
た
も
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
単
純
な
比
較
は
で
き
な

い
が
、
調
査
結
果
の
概
要
は
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
た
だ
し
、
宮
田

論
文
の
趣
旨
は
、
再
読
字
の
用
法
を
通
じ
て
、
和
漢
両
文
体
の
混
在
の
様
相
を
記
述

す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
（
当
時
の
r
今
昔
物
語
集
l
文
体
研
究
の
主
流
）
、
本
稿
の
目
的

と
す
る
と
こ
ろ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
論
文
で
は
、
（
肯
定
表
現
）
で
応
じ

て
い
る
例
を
再
読
字
の
結
び
（
否
定
表
現
）
が
「
流
れ
」
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
漢

文
に
お
け
る
「
未
」
字
の
用
法
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る
点
な
ど
、
本
け
ど
は
問

題
の
設
定
の
し
か
た
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
霜
に
お
い
て

改
め
て
、
r
今
昔
物
語
集
」
の
「
イ
マ
ダ
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

（
6
）
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
r
宇
治
拾
遺
物
語
古
本
説
話
集
」
（
岩
波
雷
店
）

を
用
い
た
。

（
7
）
船
城
俊
太
郎
「
今
昔
物
語
集
の
r
弥
ヨ
」
を
め
ぐ
っ
て
（
こ
」
「
同
（
二
）
」
（
r
国
語

学
」
一
三
五
二
三
六
集
、
一
九
八
三
年
十
二
月
・
一
九
八
四
年
三
月
）

（
8
）
本
文
は
、
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
茶
番
二
十
八
（
臨
川
宙
店
）
所
収
の
影
印
本
を

用
い
た
。

（
9
）
小
林
芳
規
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
」
（
r
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
十

二
輯
、
一
九
八
九
年
七
月
）

（
1
0
）
山
口
佳
紀
「
今
昔
物
語
集
の
形
成
と
文
体
－
仮
名
杏
自
立
語
の
意
味
す
る
も
の
－
」

（
r
国
語
と
国
文
学
」
四
五
巻
八
号
、
一
九
六
八
年
八
月
）

（
1
1
）
注
（
1
）
文
献
参
照
。

（
1
2
）
　
こ
こ
で
は
、
仮
名
交
じ
り
文
の
出
典
文
献
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、
同
文
的
同
語

（
r
打
園
竺
〓
宇
治
拾
遺
物
語
L
 
r
古
本
説
話
集
」
）
を
含
め
た
。
こ
れ
ら
は
、
共
通
の

母
体
と
し
て
散
逸
r
宇
治
大
納
言
物
語
」
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
文
体
を
受
け

継
い
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
出
典
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
本
文
は
、
次
の
も
の
を
用
い
た
。

（
影
印
本
）
築
島
裕
「
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
（
訳

文
篇
こ
　
（
東
京
大
学
出
版
会
）
、
説
話
研
究
会
r
冥
雑
記
の
研
究
（
第
一
巻
）
」
　
（
勉
誠

出
版
）
、
京
都
大
学
附
属
図
書
鯨
蔵
r
孝
子
伝
（
船
橋
本
こ
、
r
古
代
説
話
集
注
好
選

（
東
寺
観
智
院
本
）
二
璽
鼠
美
術
）
、
後
藤
昭
雄
r
金
剛
寺
蔵
往
好
遺
し
　
（
和
泉
番
院
）
、

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
［
日
本
往
生
極
楽
記
］
、
勉
誠
杜
文
庫
【
真
福
寺
本
将
門
記
〕
、

東
辻
保
和
r
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
二
清
文
堂
出
版
）
、

（
活
字
本
）
大
正
新
修
大
蔵
経
【
釈
迦
譜
二
二
宝
感
応
要
略
録
・
弘
賛
法
華
伝
】
、
新

日
本
古
典
文
学
大
系
［
日
本
霊
異
記
二
二
宝
絵
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
古
本
説
話
集
・

後
拾
遺
和
歌
集
］
、
日
本
古
典
文
学
全
集
［
俊
折
髄
脳
］
、
藤
井
俊
博
r
大
日
本
国
法

華
経
験
記
校
本
・
索
引
と
研
究
二
和
泉
書
院
）

（
堂
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
r
万
葉
集
（
①
～
④
）
二
小
学
館
）
を
用
い
た
。

（
1
4
）
山
田
孝
雄
r
漢
文
の
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
」
二
九
三
五
年
、
宝
文
館
）

（
芭
拙
稿
「
副
詞
r
イ
マ
ダ
（
末
）
」
の
用
法
か
ら
見
た
r
水
鏡
」
の
文
体
的
性
格
」
（
r
国

文
学
致
」
一
七
八
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）

（
1
6
）
片
寄
正
義
「
打
開
集
と
宇
治
拾
遺
・
今
昔
物
語
の
関
係
」
（
r
密
誌
学
」
一
六
巻
五

号
、
一
九
四
一
年
六
月
）
他
。

（
叩
）
宮
田
裕
行
「
打
開
集
の
漢
文
訓
読
語
」
（
r
文
学
論
渡
し
二
七
号
、
一
九
六
四
年
三
月
）

（
1
8
）
本
朝
世
俗
部
の
中
に
も
（
否
定
表
現
）
に
偏
っ
て
い
る
巻
（
二
十
五
二
一
十
六
な

ど
）
が
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
巻
に
は
漢
文
体
の
出
典
文
献
（
た
と
え
ば
r
将
門
記
」

な
ど
）
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
1
9
）
山
田
孝
雄
r
三
宝
絵
略
注
し
　
（
一
九
五
一
年
、
宝
文
館
）

（
2
0
）
平
田
俊
春
r
H
本
古
典
の
成
立
の
研
究
し
　
二
九
五
九
年
、
日
本
番
院
）

（
2
1
）
往
（
1
5
）
文
献
参
照
。

（
2
2
）
注
（
1
0
）
文
献
参
照
。
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〔
付
記
）
本
稿
を
成
す
に
際
し
て
は
、
原
卓
志
・
佐
々
木
勇
両
氏
よ
り
貴
重
な
御
助
言
を
賜
っ
た
。

ま
た
、
r
国
文
学
致
」
の
査
読
委
白
の
方
々
よ
り
懇
切
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

－
あ
お
き
・
た
け
し
、
徳
島
文
理
大
学
助
教
授
－




